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国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
な
ど

臨

時

市

議

(\昭和27~'r 9月13日)
第 3稀郵伊!物5包丁iS)

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

案
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
の
補
正

予
算
案
な
ら
び
に
西
部
中
学
校
増
改
築

工
事
請
負
契
約
な
ど
3
件
安
審
議
す
る

た
め
の
臨
時
市
議
会
は
、
去
る

7
月
日

日
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

と
く
に
保
険
税
の
ひ
き
あ
げ
と
い
う

市
民
に
直
接
関
係
の
深
い
問
題
で
も
あ

り
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

面
の
国
保
会
計
の
突
情
か
ら
し
て
、
あ

る
程
度
の
ひ
き
あ
げ
は
や
む
を
得
な
い

と
し
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

V
国
保
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
の
診
療
の
報
酬
が
年

々
ふ
え
て
き
た
こ
と
や
、
昨
年
叩
月

か
ら
附
一帯
、
王
の
7
訓
給
付
を
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
支
出
額
が
急
激

に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
本
年

度
に
お
い
て
は
閣
の
助
成
金
や
市
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も
多
く
な

り
ま
し
た
が
、
保
険
税
を
増
額
し
な

け
れ
ば
事
業
の
運
営
が
危
ま
れ
る
状

態
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぬ
年
度
か

ら
保
険
税
の
税
率
を
次
の
と
お
り
改

正
し
ま
し
た
。
(
)
は
改
正
前

・
所
得
割
H
百
分
の
2
・2

(
1
・7
)

・
資
産
割
H
百
分
の
日
・3

(
7
・8
)

.
被
保
険
者
均
等
割
H
被
保
険
者
l
人

に
つ
レ
て
8
百
円
(
4
百
刊
円
)

-
世
帯
別
平
等
割

H
1
世
帯
に

つ
い
て

千

3
百
叩
円
(
8
百
加
円
)

そ
の
ほ
か
次
の
よ
う
な
納
税
義
務
者

は
税
額
の
減
額
を
し
ま
す

U

( 1 ) 

人口のうごき

出生 49人

死亡 29人

婚姻 19組

離婚 4件

魚津市友道

中部印刷株式会社

し
決
定
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

町
名
募
集
締
切
日
は
8
月
刊
日
で
す

が、

自
分
た
ち
が
住
む
に
ふ
さ
わ
し
い

町
名
を
考
え
て
い
た
だ
き
、

都
市
計
画

課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

採
用
し
た
い
町
名
と
し
て

・
居
住
民
の
営
業
関
係
か
ら
み
て
も
っ

と
も
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
町
名

.
町
の
性
格
を
表
わ
し
て
い
る
も
の

.
歴
史
上
由
緒
深
い
町
名

・
親
し
み
深
く
か
っ
語
調
の
よ
い
も
の

.
安
易
で
簡
明
な
も
の

さ
け
た
い
町
名

・
難
解
あ
る
い
は
幾
通
り
に
も
読
み
か

た
の
あ
る
も
の

・
類
似
し
た
も
の
や
閉
じ
発
音
の
も
の

.
印
象
の
悪
い
も
の

・
当
用
漢
字
に
な
い
文
字
を
用
い

た
も

の
ま
た
は
字
画
の
多
い
も
の

町
名
が
き
ま
れ
ば
地
番
の
轄
理
を
行

な
い
ま
す
が
1

こ
れ
は
1
ケ
町
ま
た
は

1
丁
目
.こ
と
に
地
番
を
つ
け
、
地
番
の

進
路
は
千
鳥
式
と
し
て
符
号
は
右
廻
り

と
し
ま
す
。
地
番
の
呼
称
は
、
何
町
何

番
の
何
、
何
町
何
丁
目
何
番
の
何
と
す

る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

新
し
レ
町
界
、
町
名
、
地
番
は
市
長

が
知
事
に
申
請
し
、
知
事
が
市
議
会
に

相
談
し
て
き
め
ま
す
c

こ
れ
を
実
施
す

る
の
は
都
市
計
画
の
険
地
処
分
と
同
時

に
効
力
が
発
生
す
る
よ
う
に
す
る
の
で

来
年
4
月
頃
を
目
標
に
仕
事
を
す
す
め

て
い

ま
す
。

-
所
得
割
の
賦
課
さ
れ
な
い
世
帯

ィ、

被
保
険
者
均
等
割
H
1
人
に
つ

い
て
2
百
叩
円

(
2
百
叩
円
)

ロ、

世
帯
別
平
等
割
H
1
世
帯
に
つ

い
て
5
百
円

(
4
百
川
円
)

・
所
得
割
の
課
税
総
所
得
金
額
9
万
円

に
被
保
険
者
1
人
に

つ
き
!
万
5
千

円
を
加
算
し
た
金
額
以
下
の
世
帯

(

世
帯
主
を
除
く
)

イ
、
被
保
険
者
均
等
割
H
1
人
に
つ

い
て
百
叩
円
ハ
百
印
円
)

ロ
、
世
帯
別
平
等
割
Hh
1
位
帯
に
つ

い
て
3
百
叩
円

(
2
百
加
円
〉

V
国
保
会
計
補
正
予
算

議
入
で
は
条
例
の
改
正
に
と
も
な
っ

て
増
徴
さ
れ
る
保
険
税
千
2
百
引
万

円、

国
の
負
担
金
、
補
助
金
千
部
万

円
な
ど
2
千
3
百
百
万
円
を
補
正
し

ま
し
た
。
そ
し
て
歳
出
に
お

い
て

は
、
療
識
給
付
費
に
2
千
3
百
万
円

な
ど
を
見
込
み
ま
し
た
り

市
役
所
庁
舎
が
た
い
へ
ん

せ
ま
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

旧
魚
津
瞥
祭
器
庁
舎
あ
と

の

払
下
げ
を
う
け
、
内
部
を
改

装
し
て
こ
こ
に
教
育
委
員

会
、
社
会
福
祉
事
務
所
、
水

道
課
が
移
転
し
ま
し
た
。

ま
た
水
族
館
内
に
あ
っ
た

商
工
水
産
課
の
商
工
観
光
係

は、
本
庁
内
に
移
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
一

部
の
課
で
移

転
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が、

次
の
配
置
図
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た。

教育委員会など 移転ご案内豪
雨
被
害
者
に

国
税
の
減
免
な
ど

去
る
7
月
げ
、
同
日
発
生
し
た
豪
雨

に
よ
り
、

多
く
の
方
が
被
害
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
に
対

す
る
国
税
の
減
免
、
納
税
の
猶
予
な
ど

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら

被
害
を
受
け
た
方
は
税
務
署
へ

ご
相
談

く
だ
さ
い

。

マ
申
告
所
得
税
に
つ
い
て
住
宅
ま
た
は

家
財
の
半
分
以
上
の
被
害
を
受
け
た

場
合
は
、
総
所
得
金
額
叩
万
以
下
の

と
き
は
全
額
免
除
、
同
加
万
円
以
下

は
問
分
の
5
軽
減
、
同
百
加
万
円
以

下
は
叩
分
の
お
軽
減
さ
れ
ま
す
。

マ
田
畑
の
冠
水
被
害
に

つ
い
て
は
、
こ

れ
に
要
し
た
農
薬
代
金
、
雇
人
費
用

防
除
費
な
ど
が
特
別
経
費
と
し
て
控

除
さ
れ
ま
す
。

マ
源
泉
所
得
税
の
納
税
者
が
、
住
宅
ま

た
は
家
財
の
半
分
以
上
の
被
害
を
受

け
た
場
合
は
、
給
与
の
支
払
者
を
通

じ
て
税
務
署
に
届
け
で
れ
ば
税
金
の

猶
予
ま
た
は
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

マ
相
続
税
、
贈
与
税
の
申
告
し
た
あ
と

そ
の
財
産
に
つ

い
て
被
告
を
受
け
、

未
納
の
税
金
が
あ
る
と
き
」
は
被
害
を

受
け
た
部
分
の
税
額
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
ま
た
そ
の
財
産
に
叩
%
以
上
の

被
害
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
額
が

控
除
さ
れ
ま
す
。

マ
酒
税
、
物
品
税
、
砂
糖
消
費
税
ない
と

に
つ
い
て
は
、
販
売
業
者
が
こ
れ
ら

の
商
品
に
被
告
の
あ
っ
た
場
合
、
税

務
署
長
の
確
認
を
受
け
、
製
造
業
者

に
書
類
を
出
せ
ば
控
除
ま
た
は
還
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

マ
こ
の
ほ
か
家
屋
の
全
半
壊
、
床
上
、

床
下
侵
水
に
よ
り
在
昨
口
聞
の
叩
%
、

ま
た
は
初
%
以
上
叩
%
未
満
な
ど
被

害
状
況
の
程
度
に
応
じ
て
、
届
け
出

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
1
ヶ
月
以
上
1
年

ま
で
徴
収
梢
予
を
受
け
る
こ
之
が
で

き
ま
す。

ま
た
被
告
に

よ
り
納
税
が
猶
予
さ
れ

た
と
き
は
い
ず
れ
も
延
滞
税
が
免
除

さ
れ
ま
す
し

〈
利
…
開
税
務
署
)

電
話
番
号
は
次
の
と
お
り

.
教
育
委
員
会①

1
2

5
8

6

 

・
水

道

課

①

l
0
4
4
0

①
ー
0
8
9
8

・
社
会
福
祉
事
務
所

①
ー
2
2
0
5

・
本

庁

代

表

①

1
2
2
0

0

(
夜
間
は
、
宿
直
①
1

2
2
0
0、

本
館
1
階
①

1
2
2
0
1
、
木
館
2
階

①

1
2
2
0
4
、
新
館
2

階
①
1
2
2
0
3
、
都
市

計
画
課
①
|
2
2
0
2

時駒子令九
設の位墨田畑

〆
;'k"".l"".J ~ 

際観

-
米
ム
江
占
件

泊
町

「4

江
主
政
ザ
市
凶

家

屋

の

調

査

に

ご

協

力

を

マ
:・
家
屋
な
ど
間
定
資
産
の
評
価
の
仕

方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
新
ら

し
い
評
価
基
準
の
方
法
に
し
た
が
っ

て
、
8
月
か
ら
評
価
替
え
の
た
め
、

家
屋
調
菟
を
始
め
ま
す
。
調
査
は
市

内
全
域
に
わ
た
り
、
来
年
1
月
末
ま

で
に
終
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。

マ
・:
こ
の
調
査
は
、
公
平
な
課
税
を
行

う
も
と
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

家

屋
の
構
造
や
坪
数
、
そ
の
ほ
か
く
わ

し
く
み
る
必
要
が
あ
り
、
家
の
内
部

も
み
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
調
主
員

(
市
税
務
課
員〉

ム
μ
ふ
点

ζ
j
A
μ

ム
μ

t

v

t

『

と
J

川

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

川

マ
・:
調
査
員
は
市
長
の
発
行
す
る
固
定
川

資
産
評
価
補
助
員
証
と
い
う
身
分
証
川

明
書
を
も
っ
て
い
ま
ず
か
ら
呈
示
い

川

た
し
ま
す
。

マ
・
:
こ
ん
ど
の
評
価
改

正
の
具
体
的
な
内
容

・お

司

司

!

t

 

に
つ
い
て
は
、
い
ず

ぽ

E
E

れ
本
紙
上
で
、
ま
た

園
一
ー

…

調
査
日
時
に
つ
い
て

百
M

H

川

は
回
覧
板
な
ど
で
お

W
院
官
1

川

し
ら
せ
い
た
し
ま

a
-/

川

す。

4
1
川

8
月
ー
か
ら
9
月
初
日
ま
で

川

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
市
役

川

所
建
設
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

川

水

害

に

よ

る

住

宅

建

築

補
修
の
融
資
申
込
み

_?-:> 
-¥ 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
豪
雨
に
よ
り

一

災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、
同
公
庫
の

一

融
資
を
う
け
て
住
宅
を
建
築
あ
る
い
は

一

補
修
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
込
み
を
受

一

け
つ
け
て
お
り
ま
ず
か
ら
せ
い
ぜ

い
ご

一

利
用
く
だ
さ
い
。

一

マ
最
高
融
資
額

一

新
築
は
臼
万
円
、
補
修
は
m
U
刀
川

一

マ
受
付
期
間

一

手見

分

民

期

県

2 

納期 は

市

第

日3 1 月8 

E盟E盟圃圏圃園・

=ーで~ーーーーと

住

民

検

診

結
核
の
早
期
発
見
の
た
め
校

下
を
巡
回
し
て
住
民
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
が
8
月
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

検
診
は
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ

う
口
(校
下
、
検
診
日
、
場
所
、

時
間
の
順
)

ハ
天
神
V

8

月
叩
日

H
東
尾

附
ク

ラ
プ
(
午
前
叩
時

t
正
午
)

木
下
新
グ

ラ
プ

〈
後
1
時
1

3
時

叩
分
)

八
四

布

施

V

8
月
日
日
H
黒
沢
保

旦
良
作
宅
前
(
前
m
l
正
午
)
蛇

回
ク
ヲ
プ
(
後
1

i
3
、
初
分
)

八
下
野
万
V
8
月
ロ
日
H
し
む
ら

湯
前
(
前
m
l
正
午
)

友
道
港

商
事
K
K
柿
(
後
1
i

4
)

八
上
野
方
V

8
月
間
白
川
大
海
比寸

新
倉
庫
前

(
前
叩

t
正
午
)

大

海
寺
野
ク

ラ
プ

(
後
1
i
3
・
叩

分
)

9
月
4
日
H
石
垣
ク
ラ
プ

(
前
m
l
正
午
)

上
野
方
農
協

前
(
後
1
1
3

・
叩
分
〉

八
松
倉
V

8

月
引
日
日
坪
野
ク
一
ブ

プ

(
前
日
i
け
〉

北
山
仁
右
衛

門
旅
飢
前
(
正
午
i
後

2

〉

稗

品
政
二
文
男
宅
前
ハ
後
2
・
初
分

}
4
〉

八
加
積
V
9
月
1
日
H
横
枕
ク
ラ

プ
(
前
叩

t
正
午
)

袋
荒
地
せ

っ
宅
前
(
後
1
1
2
)

加
積
公

民
館
前
(
後
2
・
m
l
3

・
初〉

八
経
田

V

9

月

2
日
H
す
一
石
西
尾

機
宅
前
(
前
m
i
n

-
叩
〉

江

口
倉
庫
前

(
後

1
1
2
)

拘
光

ヰ寸
前

(
後

2
・
叩
i
3
・
初
)

八
道
下
V

9
月
3
日
H
岡
仏
谷
隆

一
宅
前

ハ
前
川
i
什

・
叩
〉

小

川
凹
住
宅

(
後
1
1
2
)

青
島

保
育
関

ハ
後
2
・
叩
l
3
・
初
)

老
人
の
健
康
診
査

8
月
は
下
野
方
、
上
野
方
地
区

的
才
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
老

人
の
健
康
診
査
は
、
7
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
8
月
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

該
当
者
に
は
個
人
あ
て
に
お
し
ら

せ
し
ま
す
が
、
病
気
の
早
期
発
見
、

治
療
の
た
め
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
診

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
診
査
は
、

問
診
、
現
学
的
診
察
、
尿
の
検
査
、

血
圧
測
定
を
行
い
ま
す
D

マ
下
野
方
地
区
H
8
月
幻
日
午
前
9

川
叩
分
か
ら
午
後
3
時
加
分
ま
で

木
江
小
学
校
で
。

上
野
方
地
区
H
引
日
午
後
1
時
か

ら

4
時
ま
で
上
野
方
小
学
校
で
。

3
才

児

の

検

診

3
才
児
の
身
体
、
運
動
や
歯
、
理

解
皮
の
発
育
を
医
学
的
な
立
場
か
ら

険
診
し
、
よ
り
健
康
に
育
つ
よ
う
指

導
す
る
3
才
児
の
検
診
を
次
の
よ
う
に

行
な
い
ま
す。

マ
該
当
者
H
昭
和
お
年
8
月
1
日
か
ら

初
年
7
月
引
日
ま
で
生
ま
れ
た
も
の

校
下

場

所

検

診

日

上
中
島

.小
学
校

8
月
5
日

松

倉

小

学

校

7
日

片
貝

小
学
校

μ
日

西
布
施

小
学

校

お

日

天
神

小
学

校

m

m

H

時
間
は
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
。

筑

児

検

診

乳
児
の
健
康
診
断
を
次
の
よ
う
に
行

い
ま
す
。
該
当
者
は
昭
和
犯
年
5
月
1

日
か
ら
犯
年
6
月
初
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
さ
ん
で
す
。

校

下

場

所

検

診

円

四

布

施

連

絡
所

8
月
間
日

加

積

公

民

館

幻

日

本

江

公

民

館

引

け

時
間
は
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

水

族

館
夜
9
時
ま
で
開
館

水
族
館
で
は
、

8
月
1
日
か
ら
お
日

ま
で
夜
間
開
館

(
午
後
9
時
ま
で
〉
を

し
ま
す
。

hγ
涼
み
の
ひ
と
と
き
水
松
館

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
雨
天
の
と
き
は

午
後
5
時
ま
で
で
す
。

富

山

県

児

童

ク

ラ

ブ

大

会

何
日
日
市
内
で

児
童
ク

ラ
プ
活
動
の
発
展
と
相
互
の

交
流
を
は
か
る
た
め
、
第
3
回
富
山
県

児
童
ク
ラ
プ
大
会
が
8
月
旧
日
、
当
市

で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
県
下
児
童
ク
ラ

ブ
員
お

よ
び
指
導
者
な
ど
約
千
名
が
集
り
、

午

前
川
時
か
ら
村
木
小
学
校

l
村
木
十
字

路
|
直
成
寺
町

l
田
方
町
1
2
メ

l

ト

戸
道
路
|
中
央
通
り
l
市
民
会
館
の
順

路
で
市
中
パ
レ
ー
ド
を
し
、
つ
づ
い
て

市
民
会
館
で
大
会
式
典
に
の
ぞ
み
、
そ

の
あ
と
、
鼓
笛
隊
演
奏
や
ゲ
l

ム
指
樽

な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

富

山

県

農

業

祭

こ
と
し
も
農
林
漁
業
者
の
技
術
お
よ

び
経
営
の
振
興
を
は
か
る
た
め
に
県
な

ど
が
主
催
で
第
2
回
富
山
県
農
業
祭
を

次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

マ
行
事
の
あ
ら
ま
し

・
農
業
祭
式
典
H
2
日
午
前
川
時
か
ら

県
議
場
で
行
い
、

功
労
者
の
表
彰
を

し
ま
す
c

・
農
業
試
験
場
長
場
祭
H
m
μ
H
j
mA
日

最
試
機
械
化
実
験
農
場
で
、
政
事
相

談
、
試
験
成
績

・
機
械

・
資
材
の
展

示
を
し
ま
す
。

-
演
芸
大
会
H
2
・
幻
日
毎
日
午
前
日

時
、
午
後
3
時、

6
時
の

3
問
、
富

山
市
公
会
堂
で
松
竹
政
劇
団
員
の
お

ど
り
が
あ
り
ま
す
コ



(2) 

こ
ど
も
に
と
っ
て
楽
し
い
夏
休
み
で
す
。
家
族
の
一

員
と
し
て
規
則

正
し

い
生
活
を
お
く
ら
せ
、
友
だ
ち
と
十
分
に
遊
ば
せ
る
な
か
で
、
自

分
な
り
の
生
活
の
規
律
を
つ
く
り
、
ま
も
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
中
に
お
け
る
生

活
指
導
に
つ
い
て
柑
談
し
、お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。

(昭和問9月13日)
鰐 3種郵便物認可

マ
学
習

・
午
前
川
時
ま
で
外

出
し
な
い
で
、
計

画
し
て
い
る
学
胃

や
家
事
の
手
伝
い

を
さ
せ
る
。

マ
ラ
ジ
オ
体
操

・
早
寝
早
起
を
励
行

さ
せ
る
た
め
、
ま

た
十万一
休
み
中
き
ま

り
あ
る
生
活
を
続

け
る
立
場
か
ら
ラ

ジ
オ
体
操
に
参
加

さ
せ
る
よ
う
に
す

る
。

マ
外
出

・
外
出
は
行
き
さ
き
、
帰
る
時
聞
を
家

の
人
に
い
っ
て
で
か
け
る
よ
う
。

・
日
没
後
は
外
で
遊
ば
な
い
。
夜
間
外

出
は
家
の
人
と
な
ら
午
後

9
時
ま
で

は
よ
い
。

-
盆
踊
り
は
家
族
の
も
の

と
見
に
行
く

こ
と
。
午
後
問
時
ま
で
に
帰
宅
す
る

こ
と
。

(
た
だ
し
校
下
だ
け
〉

マ
水
泳

・
水
泳
は
指
定
場
所
以
外
で
の
水
泳
を

禁
止
す
る
。
と
く
に
漁
港
内
で
の
水

泳
は
禁
止
す
る。

・
水
泳
の
時
聞
は
午
後
1
時
か
ら
4
時

ま
で
と
し
、
時
間
は
赤
旗
で
し
ら
せ

る
よ
う
に
配
慮
し
た
方
が
よ
い
。

マ
遊
び

・
花
火
、
爆
発
物
を
使
つ
て
の
遊
び
は

報広市津魚日発行

国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

品
M
.
.
.
 

前議

国
民
年
金
に
は
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
ま
た
加

入
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
何
か
罰
則

が
あ
る
の
か
。

(
村
木
=
宵
年
)

問

昭和 39年 8月 1(第216号〉

国
民
年
金
は
国
民
年
金
法
の
第

7
条
第
1
項
に、

「
日
本
国
内

に
住
所
を
有
す
る
初
才
以
上
印
才
未

満
の
日
本
国
民
は
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
、
一

般

に
国
民
健
康
保
険
と
な
ら
ん
で
国
民

皆
保
険
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
こ
の
法
律
は
、

国
民
の
福

祉
を
増
進
す
る
も
の
で
、

保
険
料
は

国
が
本
人
負
担
の
半
額
、
即
ち
本
人

負
担
月
百
円
の
場
合
は
、
国
が
叩
円

を
別
途
に
積
み
た
て
る
の
で
、
本
人

筈

楽し く

きまりよい生活を

危
険
で
あ
る
こ
と
を
数
え
、
禁
止
す

る
。
た
だ
し
家
の
人
と
線
香
花
火
を

す
る
の
は
差
し
っ
か
え
な
い
。

マ
映
画

・
夜
間
映
画

(
映
画
館
上
映
の
も
の
)

は
見
て
は
い
け
な
い
。
推
せ
ん
映
画

以
外
は
観
賞
を
禁

i
F
h島

止
す
る
。

z
ι
H虻
M
M

夏

に

多

い

少

年

の

非

行

夏
に
は
少
年
の
不
良
化
が
ふ
え
て
き

ま
す
。
こ
の
原
因
は
、
①
夏
休
み
で
学

校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
家
庭
中
心
の

生
活
に
は
い
り
気
が
ゆ
る
む
。
①
暇
が

多
い
。

①
集
団
で
外
を
歩
く
こ
と
が
多

い
の
で
群
集
心
理
に
か
ら
れ
や
す
い
。

は
月
百
日
円
を
積
み
た
て
て
い
る
計

算
と
な
っ
て
、
老
後
に
支
給
さ
れ
る

わ
け
で
す
。

ま
た
、
現
在
の
福
祉
年
金
は
、
将
来

国
民
年
金
に
か
わ
る
の
で
、
国
民
年

金
に
加
入
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
母
子
、
障
害

福
祉
年
金
な
ど
ま
で
が
、

将
来
支
給

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
加
入
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
人
自
身
の
損
に
な
る
わ
け
で
、
い

わ
ゆ
る
国
民
の
利
益
を
は
か
る
こ

の

種
の
福
祉
法
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
か
、
加
入
し
な
い
こ
と
に

よ
る
罰
則
な
ど
は
理
論
上
必
要
と
さ

れ
な
い
の
が
通
説
の
よ
う
で
す
。

マ
・
:
こ
の
よ
う
に
条
文
の
上
か
ら
疑

問
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
ま
ず
国
が

大
き
な
負
担
の
上
で
、
国
民
の
利
益

を
は
か
る
制
度
で
あ
る
こ
と
を
お
認

め
れ
が
っ
て
、
洩
れ
て
い
る
方
は
、

早
く
加
入
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
保
険

料
の
納
付
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に

す
す
ん
で
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
た

い
も
の
で
す
。

@
暑
さ
で
判
断
力
が
に
ぶ
る
こ
と
や
、

身
な
り
も
生
活
も
開
放
的
に
な
り
、
脱

線
の
き
っ
か
け
が
多
く
な
る
、
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
少
年
の
非
行
を
ふ
せ
ぐ
に
は

家
庭
で
は
:

・
学
校
の
指
導
方
針
に
あ
わ
せ
て
規
則

正
し
い
生
活
を
ま
も
る
よ
う
に
こ
ど

も
た
ち
を
は
げ
ま
す
。

・
海
水
浴
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に
は
指
導

者
が
、
夜
庖
、
盆
踊
り
、
花
火
大
会

な
ど
に
は
父
兄
が
必
ず
つ
い
て
行
く

.
極
端
に
は
で
な
身
な
り
を
さ
せ
な
い

.
で
き
る
だ
け
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
む

機
会
を
つ
く
る
。

地
域
社
会
で
は
:
・・:

・
み
ん
な
が
協
力
し
て
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー

の
活
動
を
強
く
す
る
。

・
喫
茶
后
な
ど
は
少
年
に
悪
影
響
の
あ

る
不
健
全
な
営
業
を
し
な
い
。

・
少
年
た
ち
の
健
全
な
団
体
活
動
の
世

話
を
す
る
。

な
ど
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
非
行
少
年
を
な
く
す
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

水

の

事

故

を

な

く

そ

う

ま
た
夏
は
水
の
犠
牲
者
も
多
い
季
節

で
す
。
年
々

そ
の
数
は
少
な
く
な
っ

て

い
ま
す
が
、
す
で
に
こ
と
し
に
は
い
っ

て
最
近
ま
で
県
下
で
叩
名
余
り
の
人
た

ち
が
水
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
の
事
故
か
ら
お
子
さ
ん
を
ま
も
る

た
め
に
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
親
ご
さ

ん
が
お
子
さ
ん
か
ら
問
を
は
な
さ
な
い

こ
と
、
水
の
お
そ
ろ
し
さ
を
い
つ
も
教

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

冷
暖
房
装
置
に
な
る

市

民

会

館

市
民
会
館
の
大
ホ
l
b
げ
に
は
、
冷
暖

房
装
置
が
な
い
た
め
、
利
用
者
か
ら
早

く
設
備
し
て
ほ
し
い
と
要
現
も
あ
り、

ま
た
利
用
回
数
も
ふ
え
て

い
る
こ
と
か

ら
8
月
よ
り
工
事
に
と
り
か
か
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
冷
暖
房
装
置
は
、
大
ホ
ー
ル
の

温
度
を
夏
は
摂
氏
釘
度
前
後
、
冬
は
却

度
前
後
に
保
つ

よ
う
設
計
さ
れ
、
工
事

費
は
約
9
百
万
円
、
工
事
の
完
了
は
什

月
初
旬
の
予
定
で
す
。

こ
の
装
置
が
つ
く
と
年
中
快
適
に
利

用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
工
事

は
大
ホ
ー
ル
の
催
し
物
に
ほ
と
ん
ど
影

響
な
く
行
な
わ
れ
ま
す
の

で
、
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す。

動

く

図

三主

館

移
動

図
書
館

「
ふ
み

か
ぜ
号

」
は、

い
よ
い

よ
8
月
3
日
か
ら
毎
月
お
ケ
所
を
巡
回

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
巡
回
目
は

毎
週
月
曜
、
火
曜
、
金

曜

日

の
3
回

で、

1
日
に

3
ケ
所
を
ま
わ
り
ま
す
。

こ
の
移
動
図
書
館
に
は
、
約

4
百

t
5

百
冊
の
図
書
を
積
む
こ
と
が
で
き
、
小

説
、
読
み
も
の
な
ど
の
娯
楽
書
約
2
百

冊
、
家
庭
料
理
、
育
児
、
裁
縫
、
手
芸
、

生
花
な
ど
の
実
用
書
約
百
冊
、
児
童
書

約
百
冊
の
割
合
で
図
書
を
そ
な
え
て
お

り
ま
す
。

駐
車
地
の
駐
車
時
聞
は
、
約
1
時
間

叩
分
で
、
こ
の
時
間
内
に
図
書
の
閲
覧

巡
回
は
じ
め
る

や
貸
出
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

気
軽
る
に
ご
利
用
を

巡
回
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
駐
車
地
、
駐
車
場
所
の
順
で
①
①

①
は
時
間
)

①
H
午
前
叩
時
か
ら
け
時
叩
分

①
H
ロ
時
叩
分
か
ら
午
後
2
時

①
H
午
後
2
時
叩
分
か
ら
4
時

8
月
3
日

①
黒
沢
日
パ
久
停
留
所

①

長
引
野

H
パ
ス
停
留
所
①
小
川
寺
H
連
絡

所
前

8
月
4
日

①
蛇
回
日
青
年
会
館
前

①
木
下
新

日
公
民
館
前
①
天
神
野
新
日
小
学

第
問
団
魚
津
市
社
会

福
祉
大
会
は
、
去
る

2

日
市
民
会
館
で
民
生
児

童
委
員
、
社
会
福
祉
関

係
者
約
別
名
が
出
席
し

て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は、

市
長
挨
拶

の
あ
と
知
事
代
理
な
ど

の
祝
辞
が
あ
り
、

永
い

問
地
域
社
会
福
祉
の
発

展
に
つ
く
さ
れ
た
同
氏

を
表
彰
し
ま
し
た
。
こ

の
あ
と
、

「
新
し
い
世

界
の
動
向
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
県
善
烹
銀
行

中
井
精
一
氏
の
特
別
講
演
を
き
き
ま

し
た
u

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

マ
同
年
勤
続
表
彰

黒
崎
ツ
ヤ
ハ
浅
生
〉

社会 福 祉大会

:彰表を氏6 

新
入
唐
員
さ
ん
の
激
励
会

今
春

「
若
い
庖
員
さ
ん
」
と
し
て
希

望
に
燃
え
、
社
会
人
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
た
方
々
を
励
ま
し
、
将
来
を
祝
福
す

る

「
新
入
庖
員
激
励
会
」
は
…去

る
日

目
、
北
銀
魚
津
支
席
で
庖
員
引
人
が
集

ま
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
、
副
議
長
な
ど
か
ら
「
誇
り
を

も
っ
て
、
し
ん
ぼ
う
強
く
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
ま
し
の

言
葉
が
あ

り
、
自
己
紹
介
や
ス
ラ
イ
ド
上
映
、
座

談
会
な
ど
の
あ
と
、
な
ご
や
か
に
会
食

を
と
も
に
し
、
あ
た
た
か
い
歓
迎
と
激

励
を
う
け
ま
し
た
。

写
真
H
激
励
会
で
自
己
紹
介
す
る
庖

員
さ
ん

校
庭

8
月
7
日

①
六
郎
丸
日
バ
ス
停
留
所

市
営
住
宅
H
バ
ス
停
留
所

u
長
谷
川
宗
雄
宅
前

8
月
山
日

①
奥
平
沢
日
北
電
第
2
発
電
所
前

①
山
女
H
山
女
分
校
前
①
島
尻
H

連
絡
所
前

8
月
日
日

①
東
城
H
本
作
金
二
宅
前
①
道
坂

H
パ
ス
停
留
所
①
横
枕
H
バ
ス
停

留
所

8
月
同
日

①
大
海
寺
新
日
上
関
木
バ
ス
停
留
所

②
大
海
寺
野
H
農
協
前
①
石
垣
新

H
し
む
ら
湯
前

8
月
行
日

①
北
山

u
鉱
泉
前

①
出
H
パ
ス
停

留
所

①
宮
津
H
神
社
前

8
月
間
日

①
鹿
熊
H
パ
ス
停
留
所

①
金
山
谷

N
光
開
寺
前

①
観
音
堂
H
農
協
倉

庫
前

8
月
引
日

①
有
山
H
バ
ス
停
留
所

①
古
島

①
古
島

①
吉
野

u
マ
7
年
勤
続
表
彰

山
本
初
子
(
金
浦
町
〉
吉
崎
秀
松

(

南
町
)
折
川
こ
と
(
川
縁
〉
石
橋
政

次
郎
(
金
山
谷
)
宝
田
米
次

(
印
田

)
布
目
志
賀
(
友
道
)
大
田
正

義

(

村
木
)
木
下
三
郎

(
仏
国
〉
中
崎
勝

次
郎
(
青
島
)
後
藤
政
次
郎

(
庶
経

団
)
安
田
信
長
(
青
柳
)
沢
田
通
久

(
東
尾
崎
)
谷
崎
ハ

ツ
エ

(
長
引
野

〉
畠
山
荘
禅
(
小
川
寺
)
相
馬
庄
八

(
相
ノ
木
)

写
真
H
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
る

黒
崎
ツ
ヤ
さ
ん

寄

イ寸

5
千
円

高
畠
庄
吉

森
崎
元
平

吉
島

村
木

(
拾
得
報
労
金
)

3
千
円

横

枕

沢

田

ト

キ

(亡
父
長
作
殿
の
遺
志
に
よ
る
〉

3
千
円

浜

経

田

藤

井

庄

助

(
亡
父
作
次
郎
殿
の
遺
志
に
よ
る
)

新
潟
地
震
の

災

害

義

援

金

品

去
る

6
月
間
日
の
新
潟
地
震
に
よ
る

お
気
の
諒
な
被
災
者
に
「
早
く
立
ち
直

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
心
あ
た
た
ま
る
義
援
金
品
が
市
社

会
福
祉
事
務
所
や
瞥
察
署
、
北
日
本
新

聞
社
魚
津
支
社
を
通
じ
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。市

で
は
さ
っ

そ
く
日
本
赤
十
字
社
富

山
県
支
部
を
経
由
し
、
第

1
四
分
と
し

て
衣
類
等
仲
間
包
、
第
2
四
分
と
し
て
現

金
目
万
5
千
刊
円、

衣
類
等
9
包
を
送

付
し
ま
し
た
。
ま
た
7
月
却
日
現
在
ま

で
に
寄
託
の
あ
っ
た
そ
の
後
の
義
援
金

4
万
7
千
3
百
円
円
と
衣
類
1
包
を
第

3
四
分
と
し
て
送
付
し
ま
し
た
。

農
地
を
宅
地
な
ど
に
す
る
と
き

必
ず
許
可
を
受
け

て
か
ら

近
ご
ろ
無
断
で
農
地
を
つ
ぶ
し
て
建

物
を
建
て
ら
れ
る
例
を
み
ま
す
が
、
由
民

地
法
で
は
、
こ
ん
な
と
き
は
事
前
に
県

連
絡
所
前

前

・

8
月
別
日

①
記
念
社
宅
H
親
和
会
館
前
②
青

島
日
社
宅
バ
ス
停
留
所
①
経
田
H

常
願
寺
前

8
月
お
日

①
経
団
U
諏
訪
社
前

①

平

伝

寺
H

本
村
入
口

①
江
口

日
経
田
農
協
倉

庫
前

8
月
お
日

三
ケ
日
八
倉
巻
宅
前

(
午
前
叩
時
)

鉢

H
小
学
校
前
ハ
午
後

1
時
加
分
)

①
任
吉
日
下
中
島
農
協

H
図
書
館
だ
よ
り
H

マ
夜
間
開
館

図
書
館
で
は
、

暑
い
夏
の
問
、
納
涼

の
ひ
と
と
き
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と

7
月
中
旬
か
ら
夜
間
開
館
し
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

H
8
月
初
日
ま
で

時
間
H
午
前
9
時
叩
分
か
ら
午
後
8

時
釦
分
ま
で
。
(
児
童
室
の
開
館

時
間
は

午
後

l
時

か

ら

5
時
ま

で
)

知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

違
反
し
た
と

き
の
罰
則
も
き
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
農
地
を
宅
地
な
ど
に
さ

れ
る
と
き
は
、
必
ず
農
業
委
員
会
へ
連

絡
し
て
許
可
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
そ
の
と
き
農
地
が
土
地
改
良

区
に
属
す
る
場
合
は
、
土
地
改
良
区
の

意
見
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
内
農
業
委
一
一

員
会
へ
お
問
合
せ
ね
が
い
ま
す
。

二

町

内

対

抗

一

一

軟

式

野

球

大

会

一

一

二
ハ
会
主
催
の
町
内
対
抗
野
球
大
会
一
一

は、

8
月
刊
日
か
ら

3
日
問
、
西
部
中

一一

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

一一

チ

1

ム
編
成
は
、
旧
町
部
は
町
内
単
一
一

位、

道
下
以
外
の
旧
村
部
は
校
下
単
位
一

一

と
し
、

資
格
は
市
内
居
住
者
、
出
身
町

一一

内
で
出
場
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
一
一

申
込
み
は

8
月
6
日
正
午
ま
で
、
組
一

一

合
せ
抽
せ
ん
は、

同
日
午
後
7
時
か
ら
一

一

魚
津
製
氷
株
式
会
社
で
行
な
い
ま
す
。

一
「
立
山
荘
」
W
U
開
設

弥
陀
ケ
原
の
県
営
「
立
山
荘
」
は
昨

年
の
秋
火
災
に
よ
り
焼
失
し、

そ
の
再

建
が
多
く
の
人
た
ち
か
ら
待
た
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
、

8
月
幻

日
に
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

鉄
筋
三
階
建
で
定
員
2
百
刊
人
、
室

数
同
が
あ
り
、
宿
泊
料
は
一
般
5
百
加

円
、
中
学
生
2
百
円
、

小
学
生
百
日
円

で
す
。

予
約
は
開
設
日
ま
で
県
教
育
委

員
会
、
開
設
後
は
立
山
荘
で
直
接
受
け

つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
い
電
気
で
く
ら
し
を
明
る
く

北
陸
電
力
の

サ
ー
ビ
ス
旬
間

北
陸
電
力
で
は
、

8
月
3
日
か
ら
ロ

日
ま
で
を
サ
ー
ビ
ス
旬
間
と
し
、
次
の

よ
う
な
行
事
を
行
な
い
み
な
さ
ん
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
を
つ
づ
け

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
ロ

マ
現
在
6
千
人
の
従
業
員
が
、
通
勤
そ

の
他
の
途
上
で
常
に
配
電
線
の
状
況

を
監
視
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
台
風
シ

ー
ズ
ン
を
前
に
特
別
点
検

を
し
、
事
故
の
絶
滅
を
は
か
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

マ
電
気
の
安
全
お
よ
び
電
気
使
用
の
合

理
化
運
動
を
す
す
め
る
た
め
、
ご
相

談
や
診
断
に
応
じ
ま
す
。

マ
需
用
家
の
み
な
さ
ま
の
電
圧
な
ど

の

苦
情
を
お
聞
き
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
り
、

需
用
家
代
表

(
農

業
、
商
業
、
婦
人、

学
生
な
ど
)
と

懇
談
会
を
開
催
し、
卒
直
な
ご
意
見
、

ご
要
望
を
承
り
、
今
後
の

サ
ー
ビ
ス

の
改
善
向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
(
懇
談
会
は

8
月
7
日

午
前
9
時
か
ら
北
電
魚
津
営
業
所
で

行
な
い
ま
す
。
)

毎日 、私たちのまわ

りには痛ましい交通事

故がおきています。し

かも夏にはもっとも多

く発生しております。

私たち 1人 1人の注意

で悲惨な交通事故をな

くしましょう。

交通事故防止

県民総ぐるみ運動

7月 20日~

8月 19日まで


